
現地レポート／  戸田 知得 （生命科学研究科 生理科学専攻）  

派遣先:アメリカ 

海外派遣先機関名: Harvard Medical School 

派遣期間：2007年2月6日～2007年3月24日 

 

2007 年 3 月 1 日 報告分 

  

授業・研究の進捗状況 

（授業の登録の有無：無） 

今回の派遣目的であるPI3 kinase活性測定法は実験室のRI使用許可が下りていなかったことから2月中は勉強すること

ができなかった。2月は派遣先研究室の基本的な実験方法であるWestern blot法および免疫沈降法を練習した。 

2月の終わりにRI使用許可がおりたそうなので、3月からはPI3 kinase活性測定法を習う予定である。 

  

生活関連状況 

アパートは60～70歳くらいのおばあさんとのルームシェアであり、朝ごはんのパンをおばあさんが買ってきてくれる。

部屋や僕のベットを片付けてくれるので、とても助かっている 

ボストンに来た当初は非常に寒く、外を歩くのにセーターとスキーウェアだけでは足りなかったが、冬物服はセール期間

中で安く買うことができた。今は、だいぶ暖かくなってきた。 

ボストンに来た当初はレストランやバスなどあらゆるシステムがよくわからなかったので（例えばチップを払うべき店と

そうでない店の違いや、サンドイッチにレタスやチーズを入れてくれるのが無料であることなど注文の仕方がわからなか

った）、いろいろと戸惑うことが多かったが、システムがわかった今では全く問題ない。 

物価は少し高い（例えばリンゴ1個が＄1.25くらいする）。 

レッドソックスのニュースを見ていると、松坂の話題が本当に良く出てくる。 
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